
石
鎚
山
頂
天
狗
岳
の
ご
来
光

（
周し

ゅ
う

桑そ
う

商
工
会
）

　

石
鎚
山
は
、
西
条
市
と
久
万
高

原
町
の
境
界
に
位
置
す
る
標
高

１
、９
８
２
ｍ
の
山
で
、
西
日
本

最
高
峰
で
す
。

　

天
気
が
良
い
日
に
は
、
樹
海
の

向
こ
う
に
あ
る
瀬
戸
内
海
か
ら
中

国
・
九
州
地
方
の
山
々
ま
で
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
日

本
七
霊
山
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
多
く
の
人
達
が
参
拝
す

る
山
岳
信
仰
の
霊
峰
で
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
29
年
の
年
頭

に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
都
市

部
を
中
心
と
し
て
、
景
気
に
緩
や

か
な
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。

と
り
わ
け
、
地
域
の
商
工
業
者
は

依
然
と
し
て
需
要
や
消
費
の
低
迷

が
続
い
て
お
り
、
生
活
や
地
域
経

済
の
行
く
末
の
不
安
が
払
拭
で
き

な
い
状
況
で
す
。

　

加
え
て
、
地
方
に
お
い
て
業
を

営
む
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

あ
っ
て
は
、
経
営
者
自
身
の
高
齢

化
や
後
継
者
難
な
ど
の
内
部
課
題

や
人
口
減
少
、
高
齢
化
等
に
よ
り

経
営
環
境
が
悪
化
し
、
ま
す
ま
す

厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
一 

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、

地
方
創
生
を
大
き
な
柱
に
据
え
な

が
ら
産
業
構
造
改
革
や
働
き
方
改

革
、
社
会
保
障
改
革
、
女
性
の
活

躍
推
進
、
社
会
全
体
の
所
得
と
消

費
の
底
上
げ
等
に
関
す
る
様
々
な

施
策
を
打
ち
出
し
、
経
済
再
生
と

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

商
工
会
組
織
と
し
て
も
、
国
の

経
済
対
策
を
実
効
あ
る
も
の
と

し
、
地
方
経
済
に
真
の
活
力
を
取

り
戻
す
た
め
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
経
営

力
向
上
の
た
め
の
更
な
る
支
援
の

充
実
と
地
方
独
自
の
地
方
再
生
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
経
営
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、
会
員
事
業
者
の
持
続

的
発
展
や
元
気
な
企
業
の
育
成
、

円
滑
な
事
業
承
継
を
推
進
す
る
な

ど
、
支
援
活
動
の
強
化
と
地
域
振

興
に
向
け
た
事
業
の
展
開
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金
な

ど
、
小
規
模
事
業
者
に
特
化
し
た

施
策
の
活
用
を
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
申
請
企
業
の
経
営
計
画
策
定
が

不
可
欠
で
す
の
で
、
是
非
と
も
、

こ
の
機
会
に
全
事
業
者
が
計
画
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、商
工
会
地
域
で
は
、

廃
業
や
後
継
者
不
在
等
に
よ
り
小

規
模
事
業
者
並
び
に
会
員
の
減
少

が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す

が
、
各
商
工
会
と
し
っ
か
り
連
携

し
た
事
業
を
展
開
し
、
会
員
企
業

等
の
経
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

終
わ
り
に
、
県
下
一
万
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
29
年
の
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
年
初
に
ア
メ
リ
カ
で
新

政
権
が
発
足
し
、
世
界
情
勢
に
大

き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
年
で
あ

り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
対
応

を
含
め
た
今
後
の
政
策
は
、
農
林

水
産
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
商
工

会
地
域
の
経
済
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
動
き
に
つ
い

て
注
意
し
て
見
守
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
こ
の

と
こ
ろ
弱
さ
も
み
ら
れ
る
も
の

の
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い

て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
商
工
会
地
域
に

お
い
て
は
、
個
人
消
費
の
冷
え
込

み
に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
や
最
低

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
労
働

力
不
足
や
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど

の
経
営
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
国
内
に
お
い

て
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
３

年
と
な
り
、
建
設
投
資
や
訪
日
観

光
需
要
が
一
層
活
発
に
な
る
こ
と

で
、
日
本
全
体
の
経
済
成
長
を
力

強
く
後
押
し
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
今
後
こ
う
し
た
成
長
が

地
方
経
済
に
波
及
す
る
よ
う
我
々

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
56
回

商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
地
方
経

済
の
真
の
活
力
再
生
を
目
指
し
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
の
大
幅

な
拡
充
や
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
主
役
の
地
方
創
生
の
実

現
を
強
く
要
望
す
る
決
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
伴
走

型
支
援
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。
全

会
員
の
経
営
の
持
続
的
発
展
を
図

る
た
め
、
商
工
会
と
と
も
に
会
員

自
ら
が
経
営
計
画
を
策
定
し
、
そ

れ
を
実
行
・
検
証
す
る
こ
と
で
外

部
環
境
の
変
化
に
即
応
し
、
継
続

的
な
経
営
改
善
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
に
力
点
を
置
い
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
商
工
会
職
員

の
人
材
育
成
は
急
務
で
あ
り
、「
経

営
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
の

推
進
、
新
人
職
員
集
合
研
修
の
実

施
に
加
え
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制

度
の
活
用
に
よ
り
支
援
能
力
の
底

上
げ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
振
興
や
有
事
の

際
の
地
域
住
民
へ
の
支
援
に
お
い

て
も
、
商
工
会
が
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
信
頼
さ
れ
、
役
立
つ
商

工
会
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
商
工
会
に
と
っ
て
実
り

多
き
年
と
す
る
た
め
、
全
国
82
万

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
一
致
団
結

し
て
地
域
社
会
経
済
の
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
が
明
る
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

全
国
商
工
会
連
合
会

会 
長
　
石
澤
　
義
文

新
春
の
ご
挨
拶

今
年
も
商
工
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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昨
年
11
月
17
日
（
木
）、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
第
56
回
商
工
会
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
三
千
名
、
本
県
か
ら
は
27
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
石
澤
全
国
連
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
（
代
理
に
萩
生
田
内
閣
官
房

副
長
官
）、
世
耕
経
済
産
業
大
臣

（
代
理
に
松
村
経
済
産
業
副
大
臣
）

か
ら
の
祝
辞
、
ま
た
、
多
数
の
関

係
団
体
を
代
表
し
て
、
高
田
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
か
ら

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、
森
大
会
副
会
長
（
鹿

児
島
）
か
ら
、
次
の
項
目
の
実
現

に
向
け
決
議
案
が
発
表
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
貢
献
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

東
温
市
商
工
会

【
役
員
功
労
者
】

　

越
智　

俊
充
（
東
温
市
）

　

若
松　
　

勲
（
保
内
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

山
内　

久
志
（
連
合
会
）

　

渡
部　
　

宏
（
連
合
会
）

【
優
良
女
性
部
】

　

伊
方
町
商
工
会
女
性
部

【
青
年
部
功
労
者
】

　

加
藤　

裕
介
（
長
浜
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

長
野　

正
明
（
土
居
町
）

　

高
橋　

宏
明
（
周
桑
）

　

森　
　

孝
司
（
越
智
）

　

鎌
田　

英
一
（
越
智
）

　

上
窪　

幸
知
（
し
ま
な
み
）

　

松
本　

光
弘
（
上
島
町
）

　

髙
岡　

春
彦
（
久
万
高
原
町
）

　

曽
我
部
詳
司
（
久
万
高
原
町
）

　

入
岡　
　

清
（
双
海
中
山
）

　

泉　
　
　

徹
（
内
子
町
）

　

谷
本　

英
樹
（
西
予
市
）

　

米
田　
　

直
（
西
予
市
）

　

西
﨑　
　

徹
（
津
島
町
）

　

堀
川　

克
洋
（
津
島
町
）

　

中
川　

慎
一
（
津
島
町
）

　

清
家　

達
史
（
鬼
北
町
）

　

二
宮　

國
和
（
鬼
北
町
）

　

井
上　

六
廣
（
松
野
町
）

　

山
崎　
　

匡
（
松
野
町
）

　

井
上　
　

傑
（
愛
南
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

白
戸　

謙
一
（
東
温
市
）

　

稲
井　
　

強
（
内
子
町
）

　

川
本　

啓
美
（
内
子
町
）

　

矢
野　

利
明
（
伊
方
町
）

　

岡
本　

志
津
（
鬼
北
町
）

【
事
業
推
進
優
良
商
工
会
】

　

東
温
市
商
工
会

【
青
年
部
功
労
者
】

　

新
倉　

匡
宏
（
鬼
北
町
）

　

中
島　

敏
之
（
松
前
町
）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

萩
尾　

房
子
（
土
居
町
）

　

中
島　
　

瞳
（
松
前
町
）

　

土
居　

美
幸
（
愛
南
町
）

※
職
員
の
所
属
商
工
会
は
、

　

平
成
27
年
度
末
時
点
。

第
56
回

商
工
会
全
国
大
会

長官表彰を代表受賞する越智会長（東温市）

65歳超
雇用推進助成金
～高年齢者の安定した
　　　　  雇用の確保～

①65歳以上への定年引上げ
②定年の定めの廃止
③希望者全員を対象とする66歳以上の継続雇用制度の導入
※上記のいずれかを就業規則を定めて実施し、経費を要した事業主

①65歳への定年引上げを実施→100万円を支給
②66歳以上への定年引上げまたは定年の定めの廃止を実施→120万円を支給
③希望者全員を対象とする継続雇用制度の導入を実施→60～80万円を支給

詳しくは愛媛職業能力開発促進センター（TEL 089－905－6780）まで

支給対象

支 給 額

申 請 先

幅
広
く
人
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

一
、��

地
域
経
済
に
波
及
効
果
の
あ

る
経
済
対
策
の
実
施

一
、�

経
済
の
持
続
的
成
長
を
支
え

る
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

の
大
幅
拡
充

一
、�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
主
役
の
地
方
創
生
の
実
現

一
、�
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
活
力
に
資
す
る
税
制
・
社

会
保
障
の
実
現

一
、�

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
・
大

分
地
震
等
へ
の
対
応

一
、�

商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実
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商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国

組
織
化
50
周
年
式
典
及
び
青
年
部

女
性
部
全
国
大
会
福
島
大
会
が
11

月
８
日（
火
）・
９
日（
水
）に
福
島

県
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
に
商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
が
全
国
組
織
化
さ
れ
て
50

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、『「
想
」

「
創
」「
奏
」
～
ふ
る
さ
と
を
想
い
、

人
を
創
り
、
未
来
を
奏
で
る 

友
よ 

本
当
の
空
へ
～
』
を
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
全
国
の
青
年
部
・
女
性

部
員
お
よ
そ
５
千
名
が
参
加
、
本

県
か
ら
も
青
年
部
28
名
、
女
性
部

員
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
の
第
一
部
記
念
式

典
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
各
県
青
連
女
性
連
旗

と
と
も
に
青
年
部
女
性
部
会
長
が

入
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
青
連
古
館
副
会

長
の
開
会
の
辞
に
よ
り
開
会
し
ま

し
た
。

　

始
め
に
物
故
者
及
び
東
日
本
大

震
災
被
災
者
へ
の
黙
禱
が
あ
り
、

続
い
て
全
青
連
・
全
女
性
連
の
各

会
長
及
び
全
国
連
会
長
の
式
辞
、

各
界
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
で

は
、
愛
南
町
商
工
会
女
性
部
の
土

居
美
幸
部
長
が
代
表
と
し
て
登
壇

し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
青
年
部
・
女
性

部
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
中

国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し

て
、
し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部
の

渡
邉
秀
典
副
部
長
、
久
万
高
原
町

商
工
会
女
性
部
の
中
里
あ
ゆ
み
部

員
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

渡
邉
副
部
長
は
、
農
村
被
害
を

及
ぼ
す
地
域
の
外
敵
で
あ
っ
た
イ

ノ
シ
シ
を
商
品
化
す
る
ま
で
の
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。〝
約

10
年
前
か
ら
突
然
、
大
三
島
に
姿

を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ

に
よ
り
農
作
物
を
食
い
荒
ら
さ

れ
、
自
分
を
含
め
た
島
の
農
家
は

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
こ
で

被
害
に
悩
む
島
の
有
志
ら
と
共
に

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
を
始
め
た
。
当

初
は
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
す
る
の
み

の
活
動
だ
っ
た
が
、
自
然
が
与
え

て
く
れ
た
大
切
な
命
の
扱
い
方
と

し
て
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
、
捕

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
活
用
方
法
を

考
え
た
。
そ
し
て
数
年
を
か
け
、

イ
ノ
シ
シ
の
肉
や
皮
を
ハ
ム
や

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
革
小
物
な
ど
で
商

品
と
し
て
販
売
す
る
事
業
を
興

し
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
で
は
こ
の
事
業

を
生
業
に
し
て
い
る
人
も
い
る
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
創
造
力
と
行

動
力
を
活
か
し
、
地
域
振
興
発
展

の
先
駆
者
と
な
り
仕
事
を
す
る
こ

と
が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
原
動

力
と
な
り
、
こ
れ
こ
そ
が
青
年
部

活
動
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

仕
事
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
的
な

資
源
や
生
き
方
を
全
力
で
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
〟
と
訴
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
里
部
員
は
、
さ
び
れ

ゆ
く
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
ま

で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。〝
高
齢
化
が
進
み
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
商
店
街
と
な
り
つ
つ
あ
る
久

万
高
原
町
の
寂
し
い
商
店
街
を
目

の
当
た
り
に
し
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
。
当
初

は
商
店
街
の
運
営
元
や
店
主
の

方
々
に
声
を
か
け
、
四
季
折
々
の

飾
り
つ
け
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た

商
店
街
を
活
気
づ
け
る
活
動
は

徐
々
に
周
囲
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
あ
る

と
き
、
お
金
も
か
か
ら
ず
昔
か
ら

あ
る
も
の
で
人
を
呼
び
込
も
う
と

「
ひ
な
人
形
」
に
目
を
つ
け
た
。

町
長
か
ら
の
申
し
出
も
あ
り
、
女

性
部
を
は
じ
め
関
係
各
所
の
皆
さ

ん
と
一
致
団
結
し
、
商
店
街
の
約

８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
画
に
１
万

体
を
超
え
る
お
雛
様
街
道
を
作
っ

た
。
そ
の
様
子
は
、
地
元
の
新
聞

や
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
個
人
で
始
め
た
活
動
は
町

を
巻
き
込
み
大
き
な
地
域
活
性
化

事
業
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
今

後
も
女
性
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
を

存
分
に
発
揮
し
、
み
ん
な
が
笑
顔

で
い
ら
れ
る
元
気
な
商
店
街
に
し

て
い
き
た
い
〟と
主
張
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
青
年
部
は
最
優

秀
賞
に
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
及
川
善
弥
さ
ん
、
優
秀
賞

に
渡
邉
秀
典
さ
ん
が
選
ば
れ
、
ま

た
女
性
部
は
最
優
秀
賞
に
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
矢
部
久
子
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
懇
親
会
、
青
年

部
事
業
な
ど
を
経
て
、
大
会
は
盛

会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で

の
50
年
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
け
て
青
年

部
・
女
性
部
が
一
地
団
結
し
て
ふ

る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く

新
た
な
決
意
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

全国連会長表彰を代表受賞する土居美幸部長

優秀賞を受賞した渡邉副部長

堂々と発表する中里部員

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国
組
織
化

50
周
年
記
念
式
典
・
全
国
大
会
　
福
島
大
会

〜
渡
邉
副
部
長
　
主
張
発
表
　
優
秀
賞
受
賞
〜
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詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター　
（0570－008656（ナビダイヤル）または （03）5321－8656）までお問い合わせください。

　　　　　　　　　

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

【ご 融 資 額】お子さま１人あたり350万円以内
【金　　　利】年1.81％  固定金利
 ※母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内
 　の方は年1.41％（平成28年11月10日現在）

【ご返済期間】15年以内　 交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または世帯年収
  （所得）200万円（122万円）以内の方は18年以内

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金･家賃など

【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）

【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

　

こ
ん
に
ち
は
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
江
島

で
す
。
Ｉ
Ｐ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
誰
も
が
安
心
・
安
全

な
「
頼
れ
る
Ｉ
Ｔ
社
会
」
を
目
指

し
て
、
国
民
の
皆
様
に
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
注
意
喚
起

や
対
策
情
報
・
対
策
手
段
の
提
供
、

届
出
制
度
や
相
談
窓
口
を
設
け
る

な
ど
Ｉ
Ｔ
社
会
の
整
備
に
貢
献
す

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
月
か
ら
５
回
に
わ
た
り
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
連
載

記
事
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
第
１
回
は
近
年

報
道
で
よ
く
目
に
す
る
「
サ
イ

バ
ー
攻
撃
」
に
つ
い
て
解
説
い
た

し
ま
す
。

　
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
」
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
内
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
不
正
に
侵
入
し
、
デ
ー
タ
の
抜

き
取
り
や
破
壊
、
改
ざ
ん
を
行
っ

た
り
、
シ
ス
テ
ム
を
機
能
不
全
に

陥
ら
せ
た
り
す
る
攻
撃
の
こ
と
で

す
。
今
年
報
道
さ
れ
た
事
件
を
い

く
つ
か
挙
げ
る
と
、
２
月
に
国
税

庁
や
日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
受
け
、
閲
覧
障
害
に
陥
り
ま
し

た
。
６
月
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
サ
ー
バ

が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
約
６

７
８
万
人
の
情
報
流
出
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
記
事
を

執
筆
し
て
い
る
11
月
に
は
大
阪
府

立
図
書
館
の
メ
ー
ル
サ
ー
バ
が
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
、
不
特
定
多

数
に
対
す
る
迷
惑
メ
ー
ル
送
信
の

踏
み
台
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
書

類
の
紛
失
・
置
き
忘
れ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
の
紛
失
な
ど
情
報
漏
え
い

の
事
故
も
多
数
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
被

害
の
規
模
は
そ
れ
と
比
較
し
て
も

大
き
い
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

前
述
の
事
例
は
国
家
機
関
や
大

企
業
ば
か
り
で
す
が
、
中
小
企
業

を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不

正
送
金
被
害
は
、
法
人
口
座
被
害

の
増
加
に
よ
り
被
害
額
が
過
去
最

悪
の
約
30
億
円
を
記
録
し
ま
し

た
。
特
に
信
用
金
庫
の
法
人
口
座

被
害
が
急
増
し
て
お
り
、
対
策
の

進
ん
で
い
な
い
中
小
企
業
が
狙
わ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、大
企
業
へ
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
と
、

取
引
関
係
に
あ
る
中
小
企
業
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
十
分
で
な
い

サ
ー
バ
を
設
置
す
る
中
小
企
業
が

攻
撃
の
踏
み
台
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
お
い
て
、
大
企
業
だ
か
ら
狙
わ

れ
る
、
中
小
企
業
だ
か
ら
狙
わ
れ

な
い
と
は
言
え
な
い
現
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
自
社
の
事
業
継

続
の
た
め
に
も
、
お
客
様
に
迷
惑

を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
か
ら
も
う
少
し
詳
し
く
サ

イ
バ
ー
攻
撃
の
種
類
や
手
口
、
対

策
等
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま

す
が
、
す
ぐ
に
で
も
対
策
に
取
り

組
み
た
い
方
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

�https://w
w

w
.ipa.go.jp/

security/

専
門
家
に
聞
く
！

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

【
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
定
義
】

（
連
載
第
１
回
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
日
頃
か
ら
意
識
し
ま
し
ょ
う
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１
月
に
収
穫
で
き
る
柑
橘
の
ひ

と
つ
に
、デ
コ
ポ
ン
が
あ
り
ま
す
。

デ
コ
ポ
ン
の
正
式
な
品
種
名
は

不し
ら
ぬ
い

知
火
と
呼
ば
れ
、
例
年
12
月
下

旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
今
が
旬

で
す
。

　

そ
の
不
知
火
と
温
州
み
か
ん
を

冷
凍
し
て
氷
菓
子
に
し
た
の
が
、

南
四
国
フ
ァ
ー
ム
の
「
粒
楽
」
で

す
。

　
「
粒
楽
」
は
、
宇
和
海
沿
岸
で

栽
培
さ
れ
た
不
知
火
と
温
州
み
か

ん
を
完
熟
し
た
状
態
で
収
穫
・
冷

凍
す
る
こ
と
で
、
甘
味
と
酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
素
材
の
味
そ

の
ま
ま
の
美
味
し
い
氷
菓
子
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
粒
ず
つ
の
房
に
分
け
て
か
ら

冷
凍
し
て
い
る
の
で
、
解
凍
せ
ず

に
そ
の
ま
ま
ア
イ
ス
感
覚
で
食
べ

る
こ
と
が
で
き
、
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ

と
し
た
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。

　

保
存
料
な
ど
の
添
加
物
は
一
切

使
用
し
て
お
ら
ず
、
お
子
様
の
お

や
つ
に
も
最
適
で
す
。

　

柑
橘
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
こ
の

時
期
に
、
コ
タ
ツ
で
「
粒
楽
」
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

有
限
会
社
南
四
国
フ
ァ
ー
ム

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名
物
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
野
製
粉
製
麺
所

伊
予
市
中
山
町
中
山
丑
３
７
５

－

1

（
伊
予
市
立
中
山
小
学
校
１
年
生
）

宮

野
　

洸

綺

く
ん

 

「
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
」

　
　

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
、
じ

い
じ
と
ば
あ
ば
と
い
っ
し
ょ
に
た

く
さ
ん
の
め
ん
や
き
な
こ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ぼ
く
が
ね
て
い

る
あ
さ
早
く
か
ら
作
っ
て
い
ま

す
。

　

か
ぞ
く
み
ん
な
の
た
め
に
お
し

ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
、
か
っ

こ
い
い
お
と
う
さ
ん
で
す
。

　

そ
ん
な
お
と
う
さ
ん
が
大
す
き

で
す
。

　

お
し
ご
と
で
つ
か
れ
て
い
る
と

き
、
ぼ
く
は
お
と
う
さ
ん
の
せ
な

か
を
ふ
み
ま
す
。

　

が
っ
こ
う
が
お
休
み
の
と
き
、

い
っ
し
ょ
に
は
い
た
つ
に
も
行
き

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
た
べ
て

も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

　

お
友
だ
ち
に
「
こ
う
ち
ゃ
ん
ち

の
お
そ
ば
を
た
べ
た
よ
！
」「
お

い
し
か
っ
た
よ
！
」
っ
て
い
わ
れ

る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

お
し
ご
と
の
合
い
ま
に
お
と
う

さ
ん
は
が
っ
こ
う
ぎ
ょ
う
じ
に
さ

ん
か
し
て
く
れ
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
も
し
て
く
れ
ま

す
。
一
生
け
ん
め
い
な
お
と
う
さ

ん
あ
り
が
と
う
。

　

ね
つ
を
だ
し
た
り
、
け
が
を
し

た
り
し
ん
ぱ
い
な
日
も
あ
る
け

ど
、
ま
い
日
キ
ラ
キ
ラ
し
た
お
と

う
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
ね
！

シャリシャリした食感と優しい甘味

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
粒つ

ぶ

楽ら
く

」の
ご
紹
介 ニ

ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
を
活
用
し
て
貴
社
の
逸
品
を
全
国
へ
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〝
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
し
川
〟
は
、

伊
予
国
一
宮
で
あ
る
大
山
祇
神
社

か
ら
港
へ
と
続
く
参
道
を
下
っ
た

今
治
市
役
所
大
三
島
支
所
の
目
の

前
に
あ
り
ま
す
。
現
在
こ
の
地
に

店
を
構
え
て
38
年
が
経
ち
ま
し

た
。（
商
工
会
も
す
ぐ
側
！
）

　

私
は
19
歳
で
結
婚
し
、
実
家
で

も
あ
る
こ
の
店
で
働
き
始
め
た
の

が
18
年
前
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、

数
年
前
に
い
ま
い
ち
ど
仕
事
の
厳

し
さ
を
学
ぶ
た
め
関
西
で
再
修
行

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び
地

元
大
三
島
に
帰
っ
て
き
た
現
在
は
、

外
で
得
た
刺
激
や
知
識
・
経
験
を

活
か
し
、
自
信
を
も
っ
て
日
々
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
店
の
一
押
し
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
新
鮮
な
瀨
戸
の
魚

介
類
で
す
。
な
か
で
も
海
鮮
丼
は

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
、
店
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
好

評
を
得
て
い
る
『
海
鮮
丼
の
だ
し

醤
油
』
の
店
内
販
売
を
始
め
、
ゆ

く
ゆ
く
は
新
た
な
販
路
を
開
拓
す

る
野
望
も
抱
い
て
い
ま
す
。

　

地
元
大
三
島
は
も
ち
ろ
ん
、
今

や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
と
な
っ

た
、
し
ま
な
み
海
道
を
盛
り
上
げ

る
た
め
今
日
も
一
生
懸
命
営
業
し

て
お
り
ま
す
！

　

大
三
島
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
〝
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
し
川
〟
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

レ
ス
ト
ラ
ン
よ
し
川

執
筆
者　

岡
本　

規
聖
さ
ん

今
治
市
大
三
島
町
宮
浦　
　

５
７
１
４

−

１
５

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

後継者の岡本規聖さん

鮮度抜群の魚介類がいっぱいのぜいたくな海鮮丼

　

年
間
の
訪
日
外
国
人
数
が
２
千

万
人
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。

日
本
が
観
光
立
国
を
宣
言
し
た
平

成
15
年
の
５
２
１
万
人
か
ら
実
に

４
倍
近
く
も
の
増
加
で
す
。
国
別

で
は
中
国
が
４
９
９
万
人
で
一
番

多
く
、次
い
で
韓
国
４
０
０
万
人
、

台
湾
３
６
７
万
人
、
香
港
１
５
２

万
人
と
東
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
が
全

体
の
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
ア
メ
リ
カ
は
１
０
３
万

人
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
82
万
人
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
37
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
日
本
政
府
観

光
局
統
計
資
料
よ
り
）

　

観
光
産
業
は
、
旅
行
業
、
宿
泊

業
、
運
輸
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
飲

食
業
、
小
売
業
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
業
、
広
告
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
関
係
す
る
裾
野
の
広
い
産

業
で
す
。
平
成
27
年
の
訪
日
外
国

人
の
旅
行
・
観
光
消
費
額
は
３
兆

５
千
億
円
に
も
及
び
、（
観
光
庁

「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」

よ
り
）
国
内
経
済
に
与
え
る
影
響

も
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　

日
本
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
の

一
つ
に
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う

市
場
縮
小
が
あ
り
ま
す
。
特
に
人

口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
度
的

に
進
む
地
方
で
は
死
活
問
題
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
口
が
減
る
こ

と
で
地
域
内
の
消
費
額
が
減
少

し
、
地
域
経
済
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
る
か
ら
で
す
。
定
住
人
口
一

人
分
の
年
間
消
費
額
は
約
１
２
４

万
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮

に
、
現
在
年
間
１
０
０
～
１
、
０

０
０
人
単
位
で
人
口
減
少
し
て
い

る
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

で
最
低
で
も
年
間
１
億
～
10
億
円

単
位
の
消
費
額
が
地
域
内
か
ら
失

わ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
年
々
減
っ
て
ゆ
く
定
住

人
口
分
の
消
費
を
補
う
た
め
に
地

域
外
か
ら
の
外
貨
獲
得
手
段
と
し

て
の
観
光
振
興
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。（
新
潮
新
書
「
観

光
立
国
の
正
体
」
よ
り
）

　

こ
こ
愛
媛
県
で
も
外
国
人
旅
行

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
愛
媛
の
別べ

っ

品ぴ
ん

を
外
国
人
に
消
費
し
て
も
ら
う

環
境
が
整
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

外
国
人
観
光
客
の
需
要
を
取
り
込
み
ま
し
ょ
う
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本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名
　
　
　 

会
　
長

土
居
町
　
好
井
幸
三
郎

周
　
　
桑
　
渡
部
　
英
志

越
　
　
智
　
寺
井
　
政
博

し
ま
な
み
　
村
上
　
友
則

上
島
町
　
倉
本
　
睦
男

北
　
　
条
　
萩
山
　
陽
右
　

中
　
　
島
　
石
橋
　
　
博

東
温
市
　
越
智
　
俊
充

久
万
高
原
町
　
髙
岡
　
春
彦

松
前
町
　
三
好
　
　
茂

砥
部
町
　
大
西
　
　
光

双
海
中
山
　
久
保
　
　
榮

長
浜
町
　
戎
　
　
範
久

川
　
　
上
　
上
岡
　
　
茂

内
子
町
　
酒
口
　
　
強

保
内
町
　
若
松
　
　
勲

伊
方
町
　
井
上
　
喜
樹

西
予
市
　
酒
井
宇
之
吉

吉
田
三
間
　
水
谷
　
一
良

津
島
町
　
西
﨑
　
　
徹

鬼
北
町
　
岡
本
　
國
和

松
野
町
　
加
藤
　
勝
恵

愛
南
町
　
平
田
　
　
稔

県
青
連
　
山
田
　
宏
介

県
女
性
連
　
西
岡
千
代
子

今
年
も
商
工
会
は
全
力
で
伴
走
型
支
援
を
行
い
ま
す


